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一般会計予算額　109 億 5,500 万円（前年度比 2.8％増）
特別会計予算額　   48 億 3,705 万 9,000 円（前年度比 2.9％増）

令和 4年度予算令和 4年度予算

一般会計【歳入・歳出の内訳】

地方交付税地方交付税
46.246.2
42.2％42.2％

市税市税
14.114.1
12.9％12.9％

国庫支出金国庫支出金
17.317.3
15.8％15.8％

県支出金県支出金
9.29.2
8.4％8.4％

市債市債
6.46.4
5.8％5.8％

その他その他
16.416.4
14.9％14.9％

歳入 【単位：億円】 歳出 【単位：億円】

民生費民生費
34.634.6
31.6％31.6％

総務費総務費
19.819.8
18.1％18.1％公債費公債費

12.012.0
10.9％10.9％

教育費教育費
8.38.3
7.6％7.6％

衛生費衛生費
11.811.8
10.8％10.8％

農林水産業費農林水産業費
8.08.0
7.3％7.3％

土木費土木費
7.07.0
6.4％6.4％

消防費消防費
4.04.0
3.6％3.6％

その他その他
4.14.1
3.7％3.7％

喫緊の課題への対応

１. 新型コロナウイルス感染症対策　１. 新型コロナウイルス感染症対策　2億 2,949 万 2,000 円2億 2,949 万 2,000 円
感染防止感染防止

サーモグラフィー設置事業【新規】179 万 2,000 円
…県が新型コロナウイルス水際対策として実施している、鹿児島本港南ふ頭での検温業務の本市負担金。
（R4.4 ～ R4.10 実施分）

保健センター空間除菌脱臭機設置事業【新規】330 万 9,000 円
…保健センター内の感染症対策として、空間除菌脱臭機を配備します。

保健センター発電機設置工事事業【新規】5,023 万 1,000 円
…保健センターは、地域住民に対する直接的な保健サービスを提供する施設としてだけでなく、災害等の
指定避難所としても活用されている公共施設です。特に、障害者の方や高齢者の方等の優先的な受け入れ
を行っていることから、新型コロナウイルス感染症に配慮した避難所体制を整備します。

ワクチン接種緊急促進事業【継続】5,779 万 3,000 円
…全市民を対象に、公費による円滑なコロナウイルスワクチンの予防接種を実施します。

コロナ対策地域活性化プレミアム付商品券発行事業【新規】4,194 万 2,000 円
…新型コロナウイルスの感染拡大により、地域経済が大きな影響を受けています。地域経済回復の一助と
してキャッシュレスを推進し、また、市内店舗等で利用可能な従来型の紙によるプレミアム付商品券を発
行して、市民の生活支援とともに商工振興に取り組みます。

家計の暮らしと民需の下支え家計の暮らしと民需の下支え

新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金給付事業【継続】216 万円
…新型コロナウイルス感染症の長期化に伴い、緊急小口資金及び総合支援基金の初回貸付を終了した生活

市政の窓 2022.5 月号
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2. さつまいも基腐病対策　2. さつまいも基腐病対策　1,972 万 6,000 円1,972 万 6,000 円
さつまいも振興対策事業【拡充】1,972 万 6,000 円
…さつまいも重要病害虫防除支援員 2名を配置し、ほ場巡回等により被害低減に向けたきめ細かな防除指
導を行います。また、経営改善を目指す農家の負担軽減を図るため、ＪＡ基腐病対策支援資金借入の利子
を助成するほか、生分解性マルチへの購入補助により労力軽減及び残渣処理の適期実施を推進します。

3. その他新規事業3. その他新規事業（一部掲載）（一部掲載）

公営住宅等整備事業（市営住宅整備事業）【新規】2,833 万 2,000 円
…市内6か所の市営住宅を集約し、老朽化した鴨女町団地の建替事業に取り組み、住環境の向上を図ります。

住宅住宅

漁業支援漁業支援
スマート水産業推進事業【新規】170 万円
…本市漁業収益の大半を占める、もじゃこ漁やきびなご漁、一本釣り漁の水揚げ量が近年減少しているこ
とから、機器の高度化に対する補助を行うことで、操業を効率化し、経費削減と所得の向上を図ります。
漁獲共済加入支援事業【新規】100 万円
…年度ごとで漁獲量の差が激しい状況にあることから、漁獲共済への掛金補助を行い、加入促進とともに
所得の安定を図ります。

農業支援農業支援
農業経営収入保険加入推進事業【新規】260 万 4,000 円
…サツマイモ基腐病の発生・荒茶価格の低迷等、さまざまリスクから農業経営を守るため、農家掛金への
補助を行い、農業経営収入保険の加入を推進します。

リモート化等によるデジタル・トランスフォーメーションの加速リモート化等によるデジタル・トランスフォーメーションの加速
校内通信ネットワーク整備事業【新規】571 万 5,000 円
…令和2年度に全校児童生徒へ一人一台タブレット端末を配布し、教職員に対しても教科指導用のタブレッ
トを整備しました。校内におけるネットワーク環境を職員室や校長室まで拡張し、会議や研修等を推進す
るため、場所の整備を行います。

観光対策観光対策
観光プロモーション事業【新規】1,870 万円
…新型コロナウイルス感染症の影響で減少した入込客・観光客の人流を回復させ、地域経済を活性化させ
るため、プロモーション戦略の第一段階である「知ってもらう」に注目し事業を実施します。紙媒体だけ
でなく、電子雑誌や動画、SNSと連携したプロモーションを展開し、地域の魅力や特産品を知ってもらい、
ふるさと納税の寄付額向上も狙います。

漁業振興総合対策事業【新規】4,600 万円
…新型コロナウイルス感染拡大により水産物の需要が減少し、魚価の低迷につながっていることから、漁
業者が漁協市場を通じて水揚する額に 2割を上乗せする経済的な支援とともに、水産物の出荷調整や鮮度
保持のための機器整備に補助を行い、操業意欲の喚起と事業の継続を図ります。

漁業支援漁業支援

雇用の維持雇用の維持
コロナ対策在宅ワークスキルアップセミナー事業【継続】185 万円
…新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、就業時間の短縮や失業等が見込まれます。コロナ禍等に
おいても就業の場となる在宅ワークの推進を図り、子育て世代や高齢者の方の雇用対策に取り組みます。

困窮世帯が、必ずしも新たな就労や生活保護の受給に結びついていない実態があるため、自立支援につな
げる給付金を支給します。

■問い合わせ先
　市役所財産監理課財政係　☎ 22‐1111内線 283/279
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▲ 徳勝龍関との取組
※写真は、島津海関のご友人提供
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▲ 父 中園信乃さん ▲ 島津海関と握手
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市
内
小
・
中
・
高
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

令和 4年度入学者数
　榕城小…‥71名
　上西小…‥3名
　下西小…‥14名
　国上小…‥3名
　伊関小…‥2名
　安納小…‥2名
　現和小…‥3名
　安城小…‥4名
　古田小…‥0名
　住吉小……9名
　種子島中…124名

　

４
月
６
日
（
水
）、
市
内
小
・
中
学

校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
上
西
小
学
校
新
入
生
は
３

名
。
少
し
緊
張
し
た
様
子
で
入
場
し
、

先
生
に
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、
大
き
な

声
で
元
気
よ
く
返
事
を
し
ま
し
た
。

　

新
入
生
の
椎
田
葵
さ
ん
は
、「
お
友

達
と
仲
良
く
遊
ん
で
、
お
勉
強
を
頑
張

り
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

▲上西小学校の入学式▲上西小学校の入学式

▲公益社団法人鹿児島県
トラック協会様

「交通標識入り定規」

▲種子屋久農業協同組合様
「ノート、えんぴつ」

　

種
子
島
中
学
校
で
は
、

　

種
子
島
中
学
校
で
は
、

１
２
４
名
の
生
徒
が
新
た
な

１
２
４
名
の
生
徒
が
新
た
な

門
出
を
迎
え
ま
し
た
。

門
出
を
迎
え
ま
し
た
。

　

中
学
校
は
、
小
学
校
よ
り

　

中
学
校
は
、
小
学
校
よ
り

も
勉
強
が
難
し
く
な
り
、
部

も
勉
強
が
難
し
く
な
り
、
部

活
動
も
始
ま
り
ま
す
。
校
訓

活
動
も
始
ま
り
ま
す
。
校
訓

で
あ
る「
自
主
・
友
愛
・
誠
実
」

で
あ
る「
自
主
・
友
愛
・
誠
実
」

の
も
と
、
新
入
生
は
、
こ
れ

の
も
と
、
新
入
生
は
、
こ
れ

か
ら
新
た
な
挑
戦
に
向
か
っ

か
ら
新
た
な
挑
戦
に
向
か
っ

て
歩
み
始
め
ま
す
。

て
歩
み
始
め
ま
す
。

▲種子島中学校の入学式▲種子島中学校の入学式▲種子島高校の入学式▲種子島高校の入学式 　

４
月
７
日
（
木
）
に
は
、

　

４
月
７
日
（
木
）
に
は
、

種
子
島
高
校
で
入
学
式
が
行

種
子
島
高
校
で
入
学
式
が
行

わ
れ
、
普
通
科

わ
れ
、
普
通
科
6060
名
、
生
物

名
、
生
物

生
産
科

生
産
科
1616
名
、
電
気
科

名
、
電
気
科
2323
名名

が
入
学
し
ま
し
た
。

が
入
学
し
ま
し
た
。

　

長
田
祐
有
さ
ん
は
、
新
入

　

長
田
祐
有
さ
ん
は
、
新
入

生
代
表
あ
い
さ
つ
で
、「
地

生
代
表
あ
い
さ
つ
で
、「
地

域
の
一
員
と
し
て
何
が
で
き

域
の
一
員
と
し
て
何
が
で
き

る
か
考
え
、
行
動
し
、
学
校

る
か
考
え
、
行
動
し
、
学
校

生
活
を
充
実
さ
せ
た
い
」
と

生
活
を
充
実
さ
せ
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

述
べ
ま
し
た
。

入
学
お
め
で
と
う
！

新
入
学
児
童
へ
お
祝
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
！

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　

市
教
育
委
員
会
・
市
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
で
は
、『
西

之
表
市
い
じ
め
防
止
啓
発
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
』を
実
施
し
ま
し
た
。

　

先
月
号
に
引
き
続
き
、
今
回
は
「
中
学
生
の
部
」
で
選
ば
れ
た

生
徒
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
学
年
は
、
令
和
３
年
度
時
点
）

【
１
年
】
合
言
葉　
「
し
な
い
・
さ
せ
な
い
」　

大
切
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
元　

遥
之
介

【
２
年
】
気
づ
い
て
る
？　

相
手
の
心
の　

赤
信
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田　

瞳

【
３
年
】
ダ
メ
だ
よ
と　

言
え
る
勇
気
が　

未
来
を
変
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

峯
下　

詩
穏

【
１
年
】
日
髙　

李
音
、
中
園　

大
志

【
２
年
】
春
田　

美
沙
希
、
鮫
島　

日
和
、
沖
田　

大
空

【
３
年
】
小
川　

優
奈
、
有
島　

麻
由
美
、
上
妻　

琉
心

《
中
学
生
の
部
特
選
》

《
中
学
生
の
部
入
選
》
※
お
名
前
の
み
ご
紹
介

令
和
３
年
度
西
之
表
市

　
　

い
じ
め
防
止
啓
発
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

　

４
月

　

４
月
1313
日
（
水
）、
種
子
島
ラ
イ

日
（
水
）、
種
子
島
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
会
員

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
会
員
4646
名
）
が
、

名
）
が
、

差
別
を
な
く
す
標
語
看
板
を
１
市

差
別
を
な
く
す
標
語
看
板
を
１
市

２
町
に
設
置
し
ま
し
た
。
差
別
の
無

２
町
に
設
置
し
ま
し
た
。
差
別
の
無

い
共
生
社
会
を
作
る
こ
と
を
テ
ー

い
共
生
社
会
を
作
る
こ
と
を
テ
ー

マ
と
し
た
活
動
の
一
環
で
、
本
市

マ
と
し
た
活
動
の
一
環
で
、
本
市

で
は
種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場

で
は
種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場

近
く
の
道
路
沿
い
に
設
置
さ
れ
ま

近
く
の
道
路
沿
い
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

し
た
。

　

橋
口
勝
会
長
は
、「
障
が
い
の
あ

　

橋
口
勝
会
長
は
、「
障
が
い
の
あ

る
方
等
、
色
々
な
方
を
含
め
、
助

る
方
等
、
色
々
な
方
を
含
め
、
助

け
合
っ
て
い
け
る
島
づ
く
り
を
目

け
合
っ
て
い
け
る
島
づ
く
り
を
目

指
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

指
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

種
子
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

種
子
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

「
差
別
を
な
く
す
標
語
」
設
置

「
差
別
を
な
く
す
標
語
」
設
置

⑤ 市政の窓2022.5 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

⑥

　

西
之
表
市
消
防
団
の
安
城
分
団
に
お

　

西
之
表
市
消
防
団
の
安
城
分
団
に
お

い
て
、
消
防
車
両
（
小
型
動
力
ポ
ン
プ

い
て
、
消
防
車
両
（
小
型
動
力
ポ
ン
プ

付
き
積
載
車
）
が
更
新
さ
れ
、
３
月

付
き
積
載
車
）
が
更
新
さ
れ
、
３
月
2020

日
（
日
）
に
納
車
式
を
行
い
ま
し
た
。

日
（
日
）
に
納
車
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

団
員

　

団
員
1010
名
が
参
加
し
、
車
両
の
安
全

名
が
参
加
し
、
車
両
の
安
全

を
祈
願
し
て
神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

を
祈
願
し
て
神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
牧
瀬
雄
二
分
団
長
は
、「
新
し
い
車

た
。
牧
瀬
雄
二
分
団
長
は
、「
新
し
い
車

両
を
市
民
の
安
全
・
安
心
に
役
立
て
た

両
を
市
民
の
安
全
・
安
心
に
役
立
て
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、

　

市
で
は
、
2020
年
程
度
の
使
用
を
目
安

年
程
度
の
使
用
を
目
安

に
消
防
車
両
の
更
新
を
順
次
行
っ
て
い

に
消
防
車
両
の
更
新
を
順
次
行
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
地
域
住
民
の
大
切
な

ま
す
。
今
後
も
、
地
域
住
民
の
大
切
な

命
や
財
産
の
保
全
の
た
め
、
消
防
設
備

命
や
財
産
の
保
全
の
た
め
、
消
防
設
備

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

安
城
分
団
の
消
防
車
両
を
更
新

安
城
分
団
の
消
防
車
両
を
更
新

　

種
子
島
中
学
校
が
、「
キ
ャ
リ
ア
教

　

種
子
島
中
学
校
が
、「
キ
ャ
リ
ア
教

育
優
良
学
校

育
優
良
学
校 

文
部
科
学
大
臣
表
彰
」
を

文
部
科
学
大
臣
表
彰
」
を

受
賞
し
、
そ
の
報
告
の
た
め
３
月

受
賞
し
、
そ
の
報
告
の
た
め
３
月
1818
日日

（
金
）
に
来
庁
し
ま
し
た
。
同
校
で
は
、

（
金
）
に
来
庁
し
ま
し
た
。
同
校
で
は
、

大
学
や
企
業
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を

大
学
や
企
業
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を

実
施
し
た
り
、
職
業
講
話
を
開
催
し
た

実
施
し
た
り
、
職
業
講
話
を
開
催
し
た

り
し
て
、
生
徒
が
自
身
の
生
き
方
を
考

り
し
て
、
生
徒
が
自
身
の
生
き
方
を
考

え
る
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

え
る
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
校
の
田
野
尻
晃
子
先
生
が
、

　

ま
た
、
同
校
の
田
野
尻
晃
子
先
生
が
、

「
養
護
教
諭
制
度

「
養
護
教
諭
制
度
8080
周
年
記
念

周
年
記
念 

学
校
保

学
校
保

健
功
労
者
文
部
科
学
大
臣
表
彰
」「
令
和

健
功
労
者
文
部
科
学
大
臣
表
彰
」「
令
和

３
年
度

３
年
度 

文
部
科
学
大
臣
優
秀
教
職
員
表

文
部
科
学
大
臣
優
秀
教
職
員
表

彰
」
を
受
賞
し
た
こ
と
を
併
せ
て
報
告
。

彰
」
を
受
賞
し
た
こ
と
を
併
せ
て
報
告
。

長
年
に
わ
た
り
生
徒
の
健
康
を
支
え
て

長
年
に
わ
た
り
生
徒
の
健
康
を
支
え
て

き
た
点
等
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

き
た
点
等
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

種
子
島
中
学
校

種
子
島
中
学
校

文
部
科
学
大
臣
表
彰
等
を
受
賞

文
部
科
学
大
臣
表
彰
等
を
受
賞

　

３
月

　

３
月
2424
日
（
木
）、
市
内
各
小
学
校
で

日
（
木
）、
市
内
各
小
学
校
で

卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

古
田
小
学
校
で
は
、
４
名
の
児
童
が

　

古
田
小
学
校
で
は
、
４
名
の
児
童
が

卒
業
を
迎
え
ま
し
た
。
卒
業
生
は
、
医

卒
業
を
迎
え
ま
し
た
。
卒
業
生
は
、
医

者
、
保
育
士
、
水
族
館
の
飼
育
員
、
大

者
、
保
育
士
、
水
族
館
の
飼
育
員
、
大

工
と
い
っ
た
将
来
の
夢
を
掲
げ
、
保
護

工
と
い
っ
た
将
来
の
夢
を
掲
げ
、
保
護

者
や
先
生
、
在
校
生
に
こ
れ
ま
で
の
感

者
や
先
生
、
在
校
生
に
こ
れ
ま
で
の
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

　

式
の
最
後
に
は
、
皆
で
「
栄
光
の
架

　

式
の
最
後
に
は
、
皆
で
「
栄
光
の
架

け
橋
」
を
歌
い
、「
た
く
さ
ん
の
思
い

け
橋
」
を
歌
い
、「
た
く
さ
ん
の
思
い

出
と
夢
を
あ
り
が
と
う
。
古
田
小
学
校
」

出
と
夢
を
あ
り
が
と
う
。
古
田
小
学
校
」

と
言
葉
を
残
し
、
拍
手
で
送
り
出
さ
れ

と
言
葉
を
残
し
、
拍
手
で
送
り
出
さ
れ

学
び
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

学
び
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

市
内
各
小
学
校
で
卒
業
式

市
内
各
小
学
校
で
卒
業
式

　

４
月
５
日
（
火
）、
種
子
島
茶
生
産
組

　

４
月
５
日
（
火
）、
種
子
島
茶
生
産
組

合
の
射
場
富
夫
さ
ん
（
番
屋
峯
）
の
茶

合
の
射
場
富
夫
さ
ん
（
番
屋
峯
）
の
茶

畑
で
、
新
茶
の
収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

畑
で
、
新
茶
の
収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

約

　

約
3838
ア
ー
ル
の
茶
畑
に
は
、
鮮
や
か

ア
ー
ル
の
茶
畑
に
は
、
鮮
や
か

な
若
緑
色
の
新
芽
が
伸
び
、
お
茶
の
優

な
若
緑
色
の
新
芽
が
伸
び
、
お
茶
の
優

し
い
香
り
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

し
い
香
り
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

収
穫
さ
れ
た
お
茶
の
品
種
は
「
さ
え

　

収
穫
さ
れ
た
お
茶
の
品
種
は
「
さ
え

み
ど
り
」。
さ
わ
や
か
で
上
品
な
香
り
と

み
ど
り
」。
さ
わ
や
か
で
上
品
な
香
り
と

強
い
甘
み
が
特
徴
で
す
。

強
い
甘
み
が
特
徴
で
す
。

　

射
場
さ
ん
は
、「
今
年
は
寒
の
戻
り
も

　

射
場
さ
ん
は
、「
今
年
は
寒
の
戻
り
も

な
く
、
芽
ぞ
ろ
い
が
良
か
っ
た
」
と
笑

な
く
、
芽
ぞ
ろ
い
が
良
か
っ
た
」
と
笑

顔
で
話
し
ま
し
た
。

顔
で
話
し
ま
し
た
。

　

古
田
地
区
で
は
、
新
茶
の
収
穫
が
３

　

古
田
地
区
で
は
、
新
茶
の
収
穫
が
３

月月
2525
日
か
ら
始
ま
り
、
４
月
下
旬
ま
で

日
か
ら
始
ま
り
、
４
月
下
旬
ま
で

行
わ
れ
ま
す
。

行
わ
れ
ま
す
。

新
茶
の
収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た

新
茶
の
収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た

中央左から田野尻先生と柏木校長先生
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市
長
独
言
№ 61
…
人
生
楽
し
む
天
囚
の
書

　

郷
土
の
偉
人
・
西
村
天
囚
（
１
８
６
５
〜
１
９
２
４
）
の
資
料
を
研
究
し
て
い
る
湯

浅
邦
弘
教
授
（
大
阪
大
学
大
学
院
）
が
３
月
、
調
査
の
た
め
に
来
島
し
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
残
念
な
が
ら
講
演
会
は
無
観
客
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
講
演
内
容
は
近
く
ウ
ェ
ブ
公
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

新
発
見
資
料
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
中
に
、
中
国
の
詩
人
、
陶
淵
明
（
３
６
５
〜

４
２
７
）
作
の
漢
詩
が
あ
り
ま
し
た
。
大
正
８
（
１
９
１
９
）
年
、
天
囚
が
30
年
間
務

め
た
朝
日
新
聞
社
を
退
職
す
る
年
に
し
た
た
め
た
書
で
す
。
湯
浅
教
授
が
講
演
用
資
料

と
し
て
用
意
し
た
解
釈
文
は
次
の
通
り
で
す
。

　
「
人
間
の
生
命
に
は
、
木
の
根
や
蒂へ
た

の
よ
う
な
よ
り
ど
こ
ろ
が
な
く
、
飄
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う々と
舞
い
上

が
る
路
上
の
塵ち

り

の
よ
う
な
も
の
。
分
散
し
て
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
、
こ
の
身
は
も
と

の
姿
を
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
世
に
生
ま
れ
出
て
、
み
な
兄
弟
の
よ
う
な

も
の
。ど
う
し
て
肉
親
だ
け
と
楽
し
も
う
か
。う
れ
し
い
時
は
楽
し
め
ば
よ
い
、酒
を
た
っ

ぷ
り
用
意
し
て
近
隣
の
仲
間
を
集
め
よ
う
。
元
気
盛
ん
な
年
頃
は
二
度
と
は
や
っ
て
こ

な
い
し
、
一
日
に
二
度
目
の
朝
は
な
い
。
そ
の
時
々
に
せ
い
ぜ
い
努
め
励
も
う
。
歳
月

は
人
を
待
っ
て
は
く
れ
な
い
の
だ
か
ら
。」

　

全
文
60
字
の
う
ち
最
後
の
一
節
「
及
時
当
勉
励　

歳
月
不
待
人
（
時
に
及
ん
で
当ま
さ

に

勉
励
す
べ
し
。
歳
月
は
人
を
待
た
ず
）」
は
有
名
で
す
。
時
を
惜
し
ん
で
勉
学
に
励
む
よ

う
に
若
者
を
激
励
す
る
文
意
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
ど
う
も
そ
う
で
は
な
さ
そ
う
だ
と

湯
浅
教
授
は
言
い
ま
す
。
退
職
の
節
目
を
前
に
「
人
生
を
存
分
に
楽
し
も
う
」
と
、
意

気
盛
ん
に
筆
を
揮
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
な
る
ほ
ど
、
と
私
も
思
い
ま
す
。

西村天囚書「人生無根蒂」
（西村家所蔵）

【作り方】
① スナップえんどうは、洗って軽く下茹でする。
② じゃがいもは、洗って皮をむき、大きめにカットして軽く下茹で
する。
③ 鮭は、さっと湯にくぐらせて、1切れを 2～ 3等分にする。
④ 玉ねぎは、1/3 をみじん切りにし、残りはくし形に切る。
⑤ 鍋に油を熱し、玉ねぎのみじん切りを炒めて小麦粉を加え、さらに炒めて豆乳を少しずつ加える。
⑥ ⑤に、じゃがいも、玉ねぎ、にんじん、鮭を加える。塩・こしょうで調味し、スナップえんど
うを加えて煮て、パセリのみじん切りを散らす。

【材料】（4人分）
豆乳…………………3カップ
スナップえんどう…100g
じゃがいも…………2個
にんじん……………1本
玉ねぎ………………1個

■問い合わせ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

種子島の旬旬の食材をおいしく食べよう 第 180 弾第 180 弾
★まろやかな味わい

春野菜と鮭の豆乳煮春野菜と鮭の豆乳煮鮭…………………………2～ 3切れ
小麦粉……………………大さじ 3
油…………………………大さじ１
塩・こしょう……………少々
パセリ（みじん切り）…少々

⑦ 市政の窓2022.5 月号



市市
の
取
組
み

の
取
組
み

市
が
取
り
組
む
イ
ベ
ン
ト
や
政
策
な
ど
を
こ
こ
で

み
な
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

教えて！

集
落
支
援
員
・
地
域
お
こ
し
協
力

集
落
支
援
員
・
地
域
お
こ
し
協
力

隊隊
1616
名
に
辞
令
を
交
付

名
に
辞
令
を
交
付

　

４
月

　

４
月
１１
日
（
金
）、
集
落
支
援
員

日
（
金
）、
集
落
支
援
員
1111
名名

と
地
域
お
こ
し
協
力
隊
５
名
に
辞
令
を

と
地
域
お
こ
し
協
力
隊
５
名
に
辞
令
を

交
付
し
ま
し
た
。

交
付
し
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
か
ら
引
き
続
き
と
な
る

　

令
和
３
年
度
か
ら
引
き
続
き
と
な
る

1111
名
に
、
新
た
に
伊
関
校
区
、
立
山
校

名
に
、
新
た
に
伊
関
校
区
、
立
山
校

区
担
当
の
集
落
支
援
員
２
名
、
移
住
・

区
担
当
の
集
落
支
援
員
２
名
、
移
住
・

定
住
担
当
、
地
域
資
源
・
地
域
人
材
育

定
住
担
当
、
地
域
資
源
・
地
域
人
材
育

成
担
当
、
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
担
当
の

成
担
当
、
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
担
当
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
３
名
が
加
わ
り
ま

地
域
お
こ
し
協
力
隊
３
名
が
加
わ
り
ま

し
た
。

し
た
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
連
携
し

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
連
携
し

な
が
ら
様
々
な
地
域
づ
く
り
活
動
に
取

な
が
ら
様
々
な
地
域
づ
く
り
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

新たに加わった集落支援員と地域おこし協力隊の皆さん 　

３
月

　

３
月
2525
日
（
金
）、
優
良
地
域
づ
く
り

日
（
金
）、
優
良
地
域
づ
く
り

団
体
と
し
て
、
下
西
校
区
夏
ま
つ
り
実

団
体
と
し
て
、
下
西
校
区
夏
ま
つ
り
実

行
委
員
会
を
表
彰
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

行
委
員
会
を
表
彰
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

地
域
の
活
性
化
等
を
目
的
に
、
市
区
長

地
域
の
活
性
化
等
を
目
的
に
、
市
区
長

会
か
ら
の
推
薦
に
基
づ
い
て
行
っ
た
も

会
か
ら
の
推
薦
に
基
づ
い
て
行
っ
た
も

の
で
す
。

の
で
す
。

　

同
委
員
会
は
、
毎
年
夏
ま
つ
り
を
開

　

同
委
員
会
は
、
毎
年
夏
ま
つ
り
を
開

催
し
、
校
区
民
の
交
流
と
地
域
へ
の
愛

催
し
、
校
区
民
の
交
流
と
地
域
へ
の
愛

着
を
深
め
、
連
帯
意
識
の
高
揚
に
貢
献
。

着
を
深
め
、
連
帯
意
識
の
高
揚
に
貢
献
。

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、

夏
ま
つ
り
の
開
催
は
で
き
な
か
っ
た
も

夏
ま
つ
り
の
開
催
は
で
き
な
か
っ
た
も

の
の
、
下
西
小
学
校
児
童
の
願
い
短
冊

の
の
、
下
西
小
学
校
児
童
の
願
い
短
冊

を
乗
せ
た
「
願
い
玉
」
を
含
め
た
花
火

を
乗
せ
た
「
願
い
玉
」
を
含
め
た
花
火

を
打
ち
上
げ
る
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し

を
打
ち
上
げ
る
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し

た
開
催
方
法
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

た
開
催
方
法
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

令
和
３
年
度

令
和
３
年
度 

優
良
地
域
づ
く
り

優
良
地
域
づ
く
り

団
体
を
表
彰

団
体
を
表
彰

左から鎌田敏幸実行委員長、野間一郎区長

　

３
月

　

３
月
2525
日
（
金
）、
市
民
会
館
で
「
種

日
（
金
）、
市
民
会
館
で
「
種

子
島
し
お
さ
い
留
学
」
修
了
式
を
行
い
、

子
島
し
お
さ
い
留
学
」
修
了
式
を
行
い
、

2424
名
の
留
学
生
に
終
了
証
と
記
念
品
を

名
の
留
学
生
に
終
了
証
と
記
念
品
を

手
渡
し
ま
し
た
。

手
渡
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
５
日
（
火
）
に
は
、
新

　

ま
た
、
４
月
５
日
（
火
）
に
は
、
新

し
く
留
学
生
と
し
て
来
島
し
た

し
く
留
学
生
と
し
て
来
島
し
た
3434
名
に
名
に

説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。
留
学
生
は
、

説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。
留
学
生
は
、

市
内
８
つ
の
学
校
（
上
西
小
３
名
、
伊

市
内
８
つ
の
学
校
（
上
西
小
３
名
、
伊

関
小
８
名
、
安
納
小
８
名
、
現
和
小
２

関
小
８
名
、
安
納
小
８
名
、
現
和
小
２

名
、
安
城
小
４
名
、
古
田
小
２
名
、
住

名
、
安
城
小
４
名
、
古
田
小
２
名
、
住

吉
小
２
名
、
種
子
島
中
５
名
）
に
そ
れ

吉
小
２
名
、
種
子
島
中
５
名
）
に
そ
れ

ぞ
れ
通
い
ま
す
。

ぞ
れ
通
い
ま
す
。

　

３
月

　

３
月
3131
日
（
木
）、
本
市
は
第
一
生

日
（
木
）、
本
市
は
第
一
生

命
保
険
㈱
（
木
戸
伸
治
鹿
児
島
支
社
長
）

命
保
険
㈱
（
木
戸
伸
治
鹿
児
島
支
社
長
）

と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
地
域
社
会
の
発
展
と

　

こ
の
協
定
は
、
地
域
社
会
の
発
展
と

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
向
上
を
推
進

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
向
上
を
推
進

す
る
た
め
、
協
働
で
課
題
解
決
に
取
り

す
る
た
め
、
協
働
で
課
題
解
決
に
取
り

組
む
も
の
で
す
。
今
後
は
、
連
携
し
な

組
む
も
の
で
す
。
今
後
は
、
連
携
し
な

が
ら
住
民
満
足
度
を
高
め
、
持
続
可
能

が
ら
住
民
満
足
度
を
高
め
、
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

な
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

包
括
連
携
協
定
調
印
式

包
括
連
携
協
定
調
印
式

種
子
島
し
お
さ
い
留
学

種
子
島
し
お
さ
い
留
学

※新型コロナウイルス感染症対策のため、留学生、
保護者はPCR検査等を行ったうえで来島しています。

修了式修了式

説明会説明会
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３
月
23
日
（
水
）、
市
と
大
阪
大
学
は
、
共
同
研
究
を
進
め

る
西
村
天
囚
関
係
資
料
に
つ
い
て
記
者
公
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

天
囚
家
を
継
ぐ
「
西
村
家
」
に
は
、
膨
大
な
天
囚
資
料
が

所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
史
の
編
さ
ん
を
進
め
る
中
で
、

市
民
の
方
か
ら
も
天
囚
資
料
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

記
者
公
表
で
は
、
修
復
を
終
え
た
兪ゆ
え
つ樾

書
「
讀ど

く
そ
う
ろ

騒
盧
」
を

は
じ
め
、天
囚
書
「
長
生
殿
裏
春
秋
富
」、「
人
生
無
根
蒂
」、「
蓬

生
麻
中
不
扶
而
直
」、
天
囚
の
師
で
あ
る
前
田
豊
山
書
「
立
誠
」

の
５
つ
の
資
料
に
つ
い
て
、
大
阪
大
学
の
湯
浅
邦
弘
教
授
が

そ
の
重
要
性
を
説
明
し
、
西
村
家
の
方
も
同
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

湯
浅
教
授
は
、「
特
に
、
退
職
直
後
や
晩
年
な
ど
人
生
の
節

目
の
書
か
ら
も
、
天
囚
の
人
生
観
や
絶
え
る
こ
と
の
な
い
向

上
心
が
読
み
取
れ
、
興
味
深
い
。
今
後
、
市
と
共
同
研
究
を

進
め
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
日
本
の
学
術
界
の
一
端

が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲ 今回公表された資料の一部と、天囚家を継ぐ▲ 今回公表された資料の一部と、天囚家を継ぐ
西村家の矢田睦美さん、西村貞則さん、大阪大学西村家の矢田睦美さん、西村貞則さん、大阪大学
の湯浅教授の湯浅教授

■問い合わせ先■問い合わせ先
　市役所企画課歴史文化活用係　市役所企画課歴史文化活用係
　☎ 22‐1111内線 280　☎ 22‐1111内線 280

特定健診・がん検診 5/29特定健診・がん検診 5/29（日）（日）～ 6/2～ 6/2（木）（木）

・上記以外での受診も可能ですが、設定した地域の方を優先してご案内しますので、ご了承ください。・上記以外での受診も可能ですが、設定した地域の方を優先してご案内しますので、ご了承ください。
・榕城校区の皆様は、7月 17 日（日）～ 21日（木）の日程でご案内予定です。・榕城校区の皆様は、7月 17 日（日）～ 21日（木）の日程でご案内予定です。
■問い合わせ先■問い合わせ先
　市役所健康保険課国保年金係 ☎ 22‐1111内線 312、保健センターすこやか ☎ 24‐3233　市役所健康保険課国保年金係 ☎ 22‐1111内線 312、保健センターすこやか ☎ 24‐3233

受付時間 5/29（日） 5/30（月） 5/31（火） 6/1（水） 6/2（木）

7時 30 分
～ 7時 50 分 古田校区 下西校区

（上石寺）
国上校区

（桜園・白石）

上西校区
（大花里・花里崎・

大崎）

住吉校区
（里之町・中之町
浜之町・形之山）

8時
～ 8時 20 分

現和校区
（川氏・近政）

下西校区
（下石寺・鞍勇）

国上校区
（野木平）

上西校区
（池之久保・横山・

枦之峯）

住吉校区
（上能野・下能野）

8時 30 分
～ 8時 50 分

現和校区
（西俣）

下西校区
（塰泊）

国上校区
（浦田・湊）

伊関校区
（沖ヶ浜田）

住吉校区
（能野里）

9時
～ 9時 20 分

現和校区
（田之脇・浅川・
上之町・下之町）

下西校区
（池野）

国上校区
（寺之門）

伊関校区
（柳原・浜脇・伊関）

住吉校区
（深川）

9時 30 分
～ 9時 50 分

現和校区
（武部）

下西校区
（若宮）

国上校区
（奥・久保田）

立山校区
中割校区 安納校区

10時
～ 10時 20分

現和校区
（庄司浦）

下西校区
（川迎）

国上校区
（中目） 安城校区 日程変更

事前申込者

　保健センターすこやかで集団健診（特定健診・がん検診）を実施します。　保健センターすこやかで集団健診（特定健診・がん検診）を実施します。
　感染症予防対策として、　感染症予防対策として、集落単位で受付時間を設定集落単位で受付時間を設定しますので、ご理解ご協力のほしますので、ご理解ご協力のほ
どよろしくお願いします。どよろしくお願いします。

⑨ 市政の窓2022.5 月号



⑩

　「お知らせ」、「募集」、「イベント」などの情報を
お届けします。

お 知 ら せ

■問い合わせ先
　市役所市民生活課環境安全係
　☎ 22‐1111内線 304

ウミガメ保護にご協力をお願いします

　４月下旬から９月頃までは、ウミガメの産卵・
ふ化シーズンです。「鹿児島県ウミガメ保護条例」
では、県内全域の海岸で許可なくウミガメを捕獲、
卵を採取することを禁じています。
　本市では、２人のウミガメ監視員が、上陸・産
卵状況調査を行いながら保護にあたり、令和３年
度は 89回の上陸と 67回の産卵を確認しました。
　ここ数年上陸数、産卵数ともに減少が危惧され
ています。母ウミガメが安心して産卵し、ふ化し
た子ガメが無事に海に帰れるよう、次の点に気を
付けましょう。
①砂浜で灯りをつけたり、喫煙をしたりしない。
②上陸中や穴掘り中のカメには絶対に近づかない。
③暗くなった海岸では、浜辺をむやみに歩き回っ
たり騒いだりしない。
④海や浜にゴミを捨てない。

　種子島税務署では、インボイス制度の説明会及
び登録申請のための相談会を次のとおり開催しま
す。（参加費用は無料）
【開催日時】6月 14日（火）14時～ 15時 30分
【場所】種子島合同庁舎２階　共用第１・２会議室
【定員】10名（定員に達し次第、締切り）
※要事前予約。参加をご希望の方は、6月９日（木）
17時までに種子島税務署へご連絡ください。
※会場内でのマスク着用をお願いします。また、
新型コロナウイルス感染症等の急激な拡大等に
よっては、開催が中止となる場合があります。

消費税のインボイス制度等説明会
事業者の方はどなたでも参加できます

■予約・問い合わせ先
種子島税務署　☎ 22‐0440
　※自動音声案内に従い、「２」を選択

「令和 4年度全国戦没者追悼式」
参列遺族の募集

【期日】8月 15日（月）※前日からの団体行動
【場所】日本武道館（東京都千代田区）
【対象者】戦没者の遺族、一般戦災死没者（空襲に
より亡くなった方など）の遺族
・県内に住民登録をしている遺族に限ります。
・過去に参列したことがない方を優先します。
・「次世代への継承」という観点から「18歳未満
の遺族」についても募集します。
【募集人員】県内から 65名（申込多数の場合選考）
【申込期間】5月 2日（月）～ 5月 31日（火）
※新型コロナウイルスの感染状況により、今後変
更になる可能性があります。

■申込・問い合わせ先
市福祉事務所援護係
　☎ 22‐1111内線 323・329

一定の障害をお持ちの方が所有する軽自動車に
ついて、申請すると軽自動車税（種別割）の課税
免除を受けることができます。一度申請すると、
車両や障害等級、運転免許証等の情報に変更がな
い限り、翌年度以降の再申請は不要です。（免除の
適用は、普通自動車及び軽自動車のうち１台のみ）
【申請期限】5月 31日（火）まで〈令和 4年度分〉
【申請が必要な方】
・令和４年４月１日時点で身体障害者手帳等を取
得していて、課税免除申請をしていない方
・課税免除決定を受けた方で情報に変更がある方
※対象となる障害等級は、お問い合わせください。
【申請に必要なもの】
　課税免除申請書（税務課備付）、身体障害者手帳等、
自動車検査証（または標識交付証明書）、運転免許証、
マイナンバーカード、市福祉事務所発行の生計同一
証明書（生計を一にする方が運転する場合）・常時
介護証明書（常時介護をする方が運転する場合）
※課税免除を受けた車両の納税証明書（車検用）が必
要な場合は、市役所市民生活課に申請してください。

身体障害者等に対する軽自動車税
（種別割）課税免除の申請は５/31 まで

■申請・問い合わせ先
市役所税務課市税係
　☎ 22‐1111内線 229/233
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◆「個人情報保護制度」とは、市民の皆さんの個人に
関する情報について、市としての取扱いの原則を定め
るとともに、皆さんが自分に関する情報がどのように
記録されているかを知ることができ、もしも間違った
情報が記録されている場合は、その訂正を求めること
ができる権利を保障する制度です。
　なお、個人情報の開示などについては、本人か本人
の法定代理人が請求することができます。
　令和 3年度の運用状況は次のとおりです。
①個人情報取扱事務の登録件数　　１７７件
②保有個人情報の開示、訂正及び利用停止の請求件数
並びにこれらに対する対応状況
　（1）保有個人情報の開示請求…０件
　（2）保有個人情報の訂正請求…0件
　（3）保有個人情報の利用停止請求…0件
③不服申立ての状況
　　審査請求件数…0件
◆「情報公開制度」とは、市民の皆さんの求めに応じて、
市の保有する行政文書を広く公開する制度です。西之
表市では、平成14年7月1日からスタートしています。
　令和 3年度の実施状況を右表のとおりお知らせしま
す。
■問い合わせ先
　市役所総務課法制文書係　☎ 22‐1111内線 277

情報公開・個人情報保護に関する取組【令和 3年度取扱い状況の公表】

1 行政文書の開示請求の処理状況
　請求件数 37
請
求
の
決
定
内
容

  全部開示 31
  一部開示 3
  不開示 0
  存否応答拒否 0
  行政文書不存在 0
  情報提供 0
  取下げ 3

2 行政文書の開示請求の実施機関別処理状況

実施機関 請
求
件
数

左の処理状況
全

部

開

示

一

部

開

示

不

開

示

存
否
応
答
拒
否

行
政
文
書
不
存
在

情

報

提

供

取

下

げ
市長 35 29 3 3
教育委員会 1 1
選挙管理委員会 1 1
公平委員会 0
監査委員 0
農業委員会 0
固定資産評価審
査委員会 0

市議会 0
合計 37 31 3 3

3 不服申立ての状況…審査請求件数　0件

5 月 12 日は「民生委員・児童委員の日」です
　民生委員・児童委員は、厚生労働大臣に委嘱さ
れており、高齢者の方のひとり暮らしや子育て、
学校生活など、地域住民の様々な心配事や悩み事
の相談に対応しています。
　5月 12 日～ 5月 18 日の「民生委員・児童委
員の日活動強化週間」においては、全国の民生委
員・児童委員が組織的な PR活動を一斉に展開す
ることで、住民や関係機関等に存在や活動を知っ
てもらい、さらなる理解を得ることを目指します。
　本市では、例年この期間に老人福祉施設を訪問
し、利用者の方々との交流活動を行っています。
新型コロナウイルス感染症の影響で現在休止と
なっていますが、今年こそは再開できるように民
生委員・児童委員一同願っています。

　近年、複雑化・複合化する地域の福祉課題に加
え、新型コロナウイルス感染症のまん延により、
社会的孤立が深刻化し、問題が潜在化することが
懸念されます。何かお困りのことがありましたら、
一人で悩まずに、お気軽に地域の民生委員・児童
委員にご相談ください。

■問い合わせ先
市福祉事務所市民総合相談係

　☎ 22‐1111内線 314
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／
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兼
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／
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地
区
消
防
組
合
予
防
課
長

令
和
４
年
４
月
１
日
付

【
人
事
異
動
等
】

大
田 

太
／
予
防
課
長
（
西
之
表
消
防
署
副

署
長
兼
庶
務
主
幹
兼
参
事
）

【
任
期
付
・
再
任
用
職
員
】

長
野
一
代
／
市
民
生
活
課

濵
渡
友
子
／
監
査
委
員
事
務
局
併
公
平
委
員

会
事
務
局

河
本
文
男
／
市
民
生
活
課

河
内
時
久
／
財
産
監
理
課

長
吉
輝
久
／
健
康
保
険
課

【
新
規
採
用
】

重
原
貴
士
／
農
林
水
産
課

児
島
大
佑
／
経
済
観
光
課

昇
一
守
／
税
務
課

日
髙
翔
吾
／
福
祉
事
務
所

柳
野
陸
／
財
産
監
理
課

鮫
島
心
／
福
祉
事
務
所

折
戸
隼
人
／
市
民
生
活
課

前
田
真
実
／
健
康
保
険
課

長
野
栞
理
／
教
育
委
員
会
総
務
課

中
園
敬
太
郎
／
建
設
課

髙
星
彩
乃
／
税
務
課

関
優
美
／
健
康
保
険
課

牧
内 

敬
一
／
西
之
表
消
防
署
副
署
長
兼
庶

務
主
幹
兼
参
事
（
警
防
課
長
補
佐
兼
西
之

表
消
防
署
警
防
主
幹
兼
分
隊
長
）

宮 

満
／
警
防
課
長
補
佐
兼
西
之
表
消
防
署

警
防
主
幹
兼
分
隊
長
（
中
種
子
分
遣
所
予

防
係
長
〈
危
険
物
担
当
〉
兼
分
隊
長
）

鮫
島 

修
／
総
務
課
長
補
佐
（
総
務
課
総
務

係
長
）

栁
田 

継
司
／
警
防
課
救
急
係
長
兼
西
之
表

消
防
署
警
防
係
長
〈
救
急
担
当
〉（
予
防
課

予
防
係
長
兼
西
之
表
消
防
署
予
防
係
長
〈
予

防
担
当
〉

中
里 

孝
二
／
予
防
課
予
防
係
長
兼
西
之
表

消
防
署
予
防
係
長
〈
予
防
担
当
〉（
警
防
課

救
急
係
長
兼
西
之
表
消
防
署
警
防
係
長
〈
救

急
担
当
〉）

増
尾 

浩
美
／
総
務
課
総
務
係
長
兼
西
之
表

消
防
署
（
総
務
課
主
査
兼
西
之
表
消
防
署
）

松
原 

貴
志
／
予
防
課
危
険
物
係
長
兼
西
之

表
消
防
署
予
防
係
長
〈
危
険
物
担
当
〉（
予

防
課
主
査
兼
西
之
表
消
防
署
予
防
係
主
査
）

大
仁
田 

達
彦
／
予
防
課
主
査
兼
西
之
表
消

防
署
予
防
係
主
査
（
中
種
子
分
遣
所
主
査
）

永
田 

大
士
／
総
務
課
主
査
兼
西
之
表
消
防

署
（
総
務
課
兼
西
之
表
消
防
署
）

上
村 
勝
吾
／
総
務
課
兼
西
之
表
消
防
署（
西

之
表
消
防
署
庶
務
係
）

加
藤 

晃
也
／
予
防
課
兼
西
之
表
消
防
署
予

防
係
（
警
防
課
兼
西
之
表
消
防
署
警
防
係
）

西
村 

大
智
／
西
之
表
消
防
署
庶
務
係
（
予

防
課
兼
西
之
表
消
防
署
予
防
係
）

濱
瀨 

勝
之
／
南
種
子
分
遣
所
予
防
係
長

〈
危
険
物
担
当
〉（
予
防
課
危
険
物
係
長
兼

西
之
表
消
防
署
予
防
係
長〈
危
険
物
担
当
〉）

【
階
級
昇
任
】

※
氏
名
／
昇
任
階
級
（
所
属
）
で
記
載

牧
内 

敬
一
／
消
防
司
令
長
（
西
之
表
消
防

署
）

宮 

満
／
消
防
司
令
（
警
防
課
兼
西
之
表
消

防
署
）

鮫
島 

修
／
消
防
司
令
（
総
務
課
）

増
尾 

浩
美
／
消
防
司
令
補
（
総
務
課
兼
西

之
表
消
防
署
）

松
原 

貴
志
／
消
防
司
令
補
（
予
防
課
兼
西

之
表
消
防
署
）

永
田 

大
士
／
消
防
士
長
（
総
務
課
兼
西
之

表
消
防
署
）

【
新
規
採
用
】

※
氏
名
／
配
属
先
で
記
載

砂
坂 

大
泰
／
熊
毛
地
区
消
防
組
合
消
防
吏

員
消
防
士
、
警
防
課
兼
西
之
表
消
防
署
警

防
係
消
防
技
師

小
倉 

希
一
／
熊
毛
地
区
消
防
組
合
消
防
吏

員
消
防
士
、
予
防
課
兼
西
之
表
消
防
署
予

防
係
消
防
技
師

山
本 

琉
聖
／
熊
毛
地
区
消
防
組
合
消
防
吏

員
消
防
士
、
警
防
課
兼
西
之
表
消
防
署
警

防
係
消
防
技
師

杉 

勇
瑠
／
熊
毛
地
区
消
防
組
合
消
防
吏
員

消
防
士
、
予
防
課
兼
西
之
表
消
防
署
予
防

係
消
防
技
師

舩
元
葉
／
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
主
査

（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
）

木
村
文
昭
／
地
域
支
援
課
主
査
（
地
域
支
援
課
）

國
浦
美
咲
／
健
康
保
険
課
主
査
（
健
康
保
険

課
）

池
亀
広
大
／
経
済
観
光
課
主
査
（
経
済
観
光

課
）

濵
脇
智
江
／
健
康
保
険
課
主
査
（
会
計
課
）

益
田
美
香
／
農
林
水
産
課
技
術
主
査
（
農
林

水
産
課
）

川
口
凌
平
／
企
画
課
主
査
（
福
祉
事
務
所
）

笹
川
智
美
／
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
主
査

（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

小
倉
貴
仁
／
水
道
課
技
術
主
査
（
水
道
課
）

【
一
般
職
】

羽
生
佑
樹
／
福
祉
事
務
所
（
総
務
課
）

油
田
真
之
佑
／
総
務
課
（
財
産
監
理
課
）

河
口
勇
生
／
会
計
課
（
税
務
課
）

西
川
笑
利
奈
／
市
民
生
活
課
（
総
務
課
付
）

竹
原
雄
斗
／
財
産
監
理
課
（
経
済
観
光
課
）

長
田
唯
人
／
農
業
委
員
会
事
務
局
（
財
産
監

理
課
）

松
浦
真
／
経
済
観
光
課
（
健
康
保
険
課
）

福
倉
海
斗
／
水
道
課
（
税
務
課
）

⑬ 市政の窓2022.5 月号



国
際
交
流
に
向
け
て

■
問
い
合
わ
せ
先

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
経
済
観
光
課
観
光
交
流
係

　

市
役
所
経
済
観
光
課
観
光
交
流
係

　

☎

　

☎
22
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
７
２

２
‐
１
１
１
１
内
線
２
７
２

№ 34

　

皆
さ
ん
、
ど
う
も
、
国
際
交
流
員
の

ラ
イ
ア
ン
で
す
。
お
元
気
で
す
か
？

春
の
快
適
な
気
候
を
楽
し
ん
で
い
ま
す

か
？

　

今
月
始
め
は
、
日
本
全
国
の
学
校
で

入
学
シ
ー
ズ
ン
で
し
た
ね
。
学
生
の
皆

さ
ん
は
、
も
う
新
し
い
ス
ク
ー
ル
ラ
イ

フ
に
慣
れ
ま
し
た
か
？
ち
な
み
に
、
ア

メ
リ
カ
で
は
４
月
に
入
学
式
を
し
な
い

と
皆
さ
ん
ご
存
じ
で
し
た
か
？
ア
メ
リ

カ
の
学
年
は
秋
か
ら
始
ま
る
の
で
す
。

今
回
は
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
学
校
に

つ
い
て
の
違
い
を
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
小
学
校
に

入
学
し
て
か
ら
高
校
を
卒
業
す
る
ま
で

日
本
と
同
じ
く
12
学
年
あ
り
ま
す
が
、

小
学
校
は
５
年
間
で
、
中
学
校
は
３
年

間
、
高
校
は
４
年
間
で
す
。

　

２
つ
目
は
、
制
服
に
つ
い
て
で
す
。

日
本
の
学
校
の
一
つ
の
特
徴
は
制
服

で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
公
立
学
校
で

は
私
服
を
着
ま
す
。
ま
た
、
日
本
の

学
校
で
毎
日
し
て
い
る
掃
除
時
間

は
、
ア
メ
リ
カ
に
は
な
く
、
清
掃
員

が
担
当
し
ま
す
。

　

３
つ
目
は
、
部
活
動
に
つ
い
て
で

す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
吹
奏
楽
部
や

美
術
部
な
ど
の
文
科
系
は
、
一
年
中

で
き
ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
系
の
部
活

動
は
学
期
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
季
節

に
よ
っ
て
替
わ
り
ま
す
。
私
も
学
生

の
時
に
、
色
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
を
経
験

で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

最
後
に
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
で
す
が
、

ア
メ
リ
カ
の
学
生
た
ち
は
自
分
の
ラ

ン
チ
を
作
っ
て
学
校
に
持
っ
て
く
る

か
、
学
校
の
食
堂
で
買
う
か
の
二
択

で
す
。
私
が
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
し
て
い
る
時
、

日
本
の
美
味
し
く
て
ヘ
ル
シ
ー
な
給

食
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
違
い
に
つ
い
て
ど
う
思

い
ま
す
か
？
学
生
の
皆
さ
ん
、
学
校

生
活
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ね
！

入
学
シ
ー
ズ
ン
！

入
学
シ
ー
ズ
ン
！    

ア
メ
リ
カ
と
日
本
の

ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
「
学
校
」
ど
う
違
う
？

★西之表市国際交流員★
名前　Ryan　Zakes
（ライアン・ゼェイクス）
出身地　アメリカ合衆国
所属　市経済観光課

■問い合わせ先　市役所地域支援課コミュニティ推進係☎ 22‐1111内線 215

　環境の変化に対応することが多いこの季節。身体の内側から気を満たし、
集中力・やる気がアップするポーズを紹介します。

「誰でも簡単おうちでヨガ」無料DVD配布中♪
　ヨガの体操や呼吸法の動画をDVDにしました。椅子に
座って実践できるヨガも同時収録。健康管理に活用くださ
い！ご希望の方は、地域支援課までご連絡を！
※各家族 1枚まで

ヨガの聖地　西之表市

よ か よ か よ ～ が

【ヨガ監修／イラスト】
全日本ヨガ連盟種子島支部長

川越 れい子

集中力のアップに！
　簡単にできる英雄のポーズⅡ（ヴィラバドラ－サナⅡ）

【効果】
　集中力・やる気のアップ、全身の強化

【方法】
① 両足を無理なくできるだけ広げましょう。
② 両手を肩の高さに上げて、右足を 90度外に向け、左足はしっか
り大地を踏みしめましょう。
③ 息を吐きながら右ひざをゆっくり曲げ、かかとの上にひざがく
るようにしましょう。骨盤は正面を向いたまま、床と垂直になるよ
うにします。※ 90度に曲げるとより筋力アップにつながります。
④ 目線を右手の指先に向け、ゆっくりと呼吸を意識しましょう。
⑤ ゆっくりと息を吸いながら右ひざを戻し、上げた両手をおろし
ましょう。反対側も同様に行います。
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Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
の
ご
紹
介

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
の
ご
紹
介

　

本
市
で
は
、
２
人
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先

　

本
市
で
は
、
２
人
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先

生
が
市
内
小
中
学
校
で
英
語
を
教
え

生
が
市
内
小
中
学
校
で
英
語
を
教
え

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

１
人
は
、
令
和
３
年
９
月

　

１
人
は
、
令
和
３
年
９
月
2727
日
か
日
か

ら
着
任
し
て
い
る
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
レ

ら
着
任
し
て
い
る
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
レ

イ
ナ
先
生
。
も
う
１
人
は
、
今
年
４

イ
ナ
先
生
。
も
う
１
人
は
、
今
年
４

月月
1010
日
か
ら
新
た
に
着
任
し
た
パ
メ

日
か
ら
新
た
に
着
任
し
た
パ
メ

ラ
・
ド
ミ
ニ
ク
・
サ
ン
チ
ェ
ズ
先
生

ラ
・
ド
ミ
ニ
ク
・
サ
ン
チ
ェ
ズ
先
生

で
す
。

で
す
。

　

児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か

　

児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か

ら
２
人
の
先
生
と
一
緒
に
楽
し
く
英

ら
２
人
の
先
生
と
一
緒
に
楽
し
く
英

語
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

語
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

パメラ・ドミニク・サンチェズ先生（左）
アメリカ合衆国フロリダ州出身

ブライアン・レイナ先生（右）
アメリカ合衆国カリフォルニア州出身

№ 232
■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７
／
２
５
８

「
わ
た
し
の
ま
な
び
〜
作
品
展
」
開
催

　

現
在
、
各
種
サ
ー
ク
ル
・
団
体
等
の
皆
様
の

作
品
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

《
市
民
会
館
２
階
》「
陶
芸　

あ
す
か
会
」

《
鉄
砲
館
》「
文
学　

あ
か
お
ぎ
」「
ペ
ー
パ
ー

フ
ラ
ワ
ー
」「
シ
ェ
ル
ア
ー
ト
」

《
青
少
年
ホ
ー
ム
》「
熊
毛
美
術
協
会
」「
種
子

島
写
友
会
」

※
「
種
子
島
写
友
会
」
の
展
示
は
５
月
14
日
ま

で
、
そ
の
他
の
展
示
は
５
月
31
日
ま
で
行
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
社
会
教
育
課
のYouTube

で
情
報

発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲ 展示作品（鉄砲館）▲ 展示作品（鉄砲館）▲ 社会教育課▲ 社会教育課
YouTubeYouTube

⑮ 市政の窓2022.5 月号



知
っ
得

知
っ
得
！！

年
金
年
金 
シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

65
歳
未
満
の
方
の
在
職
老
齢
年
金
制
度
は
、

令
和
４
年
３
月
末
ま
で
は
、
総
報
酬
月
額
相
当

額
と
老
齢
厚
生
年
金
の
基
本
月
額
の
合
計
が

「
28
万
円
」
を
上
回
る
場
合
、
年
金
額
の
全
部

ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
支
給
停
止
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
在
職
老
齢
年
金
制
度
が
見
直
さ
れ
、
令

和
４
年
４
月
以
降
は
65
歳
以
上
の
方
と
同
じ
よ

う
に
、
総
報
酬
月
額
相
当
額
と
老
齢
厚
生
年
金

の
基
本
月
額
の
合
計
が
「
47
万
円
」
を
上
回
る

場
合
、
年
金
額
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て

支
給
停
止
さ
れ
る
計
算
方
法
に
緩
和
さ
れ
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
在
職
定
時
改

定
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
65
歳
以
上
の
厚

生
年
金
加
入
者
は
、
こ
れ
ま
で
は
退
職
時
ま
た

は
70
歳
到
達
時
に
の
み
老
齢
年
金
額
が
改
定
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
毎
年
１
回
の
年
金
額
改
定

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
年
金
を
受
給
し
な
が
ら
働
く
方
の
経
済
基

盤
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
と
も
に
、
働
き
方
に

自
由
度
が
増
し
ま
し
た
。

65
歳
未
満
の
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ま
へ  

在
職
老
齢
年
金
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

■
問
い
合
わ
せ
先　

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

【令和 4年 4月以降の計算方法】

基本月額と総報酬月額相当額の
合計額が 47万円以下のとき

基本月額と総報酬月額相当額の
合計額が 47万円を超えるとき

支給停止額
　＝（総報酬月額相当額+基本月額ー
47万円）× 1/2 × 12

〈用語の説明〉
・基本月額
　加給年金額を除いた特別支給の老齢厚生（退職共済）年金の月額
・総報酬月額相当額
　（その月の標準報酬月額）+（その月以前 1年間の標準賞与額の合計）÷ 12

支給停止額
　＝ 0円（全額支給）

消
費
生
活

　
　
　
　
　
　

    

の
窓

■
消
費
生
活
で
困
っ
た
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

　

西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
２
２
‐
1
1
1
1
内
線
3
1
4

1818
歳
か
ら
一
人
で
契
約
が
で
き
ま
す

歳
か
ら
一
人
で
契
約
が
で
き
ま
す

◆
契
約
と
は
、
法
的
な
拘
束
力
を
持
つ
約
束
で
、
基
本
的
に
一
方
の
都
合

だ
け
で
や
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
未
成
年
が
保
護
者
の
同
意
を
得
ず
に
契
約
し
た
場
合
は
、
民
法
で
定
め

ら
れ
た
未
成
年
者
取
消
権
が
行
使
で
き
ま
す
が
、
成
人
に
な
っ
て
契
約
し

た
場
合
は
行
使
で
き
ま
せ
ん
。

◆
新
成
人
、特
に
18
歳
で
成
人
に
な
る
方
は
、社
会
経
験
が
ま
だ
浅
く
様
々

な
勧
誘
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る
可
能
性
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
成
人
の
方
へ

　

契
約
す
る
か
ど
う
か
、
誰
と
ど
の
よ
う

な
内
容
や
や
り
方
で
契
約
す
る
か
は
、
自

由
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

自
分
に
と
っ
て
本
当
に
必
要
な
契
約
か
、

内
容
を
理
解
し
、
よ
く
分
か
ら
な
い
と
き

は
、
お
住
ま
い
の
自
治
体
の
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
、
成
年
年
齢
が

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
、
成
年
年
齢
が
2020
歳
か
ら

歳
か
ら
1818
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
1818
歳
で
法
律
上
は
大
人
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う

歳
で
法
律
上
は
大
人
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
成
人
に
な
る
と
、
保
護
者
の
同
意
な
く
自
分
の
意
志
で
、

に
な
り
ま
す
。
成
人
に
な
る
と
、
保
護
者
の
同
意
な
く
自
分
の
意
志
で
、

様
々
な
契
約
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

様
々
な
契
約
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

（
例
）
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
契
約
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
作
成
、
ア
パ
ー

（
例
）
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
契
約
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
作
成
、
ア
パ
ー

ト
を
借
り
る
等
。

ト
を
借
り
る
等
。

消費者庁 消費者ホットライン 188
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近
年
、
全
国
で
自
然
災
害
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
い
る
地
域
が
あ

り
ま
す
。
本
市
は
、
幸
い
に
も
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
が
、
災
害

は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
連
載
を
通
し
て
、
市
の
防
災
に
関
す
る
取
組
み
や
防
災
に
つ
い
て

知
っ
て
い
た
だ
き
、
災
害
が
発
生
し
た
時
に
少
し
で
も
安
全
な
行
動
を
と
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
情
報
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今月のテーマ

防
災
ラ
ジ
オ
に
つ
い
て

市
で
は
、
皆
さ
ま
の
ご
家
庭
に
防
災
ラ
ジ
オ
を
無

償
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

乾
電
池
を
入
れ
る
こ
と
で
、
ど
こ
で
も
ラ
ジ
オ
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
避
難
先
で
も
防
災

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
入
力
し
た
文
字
を
各
ご
家
庭
の

防
災
ラ
ジ
オ
が
機
械
音
声
に
変
換
し
て
放
送
し
て
い

ま
す
。

※
肉
声
で
放
送
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ラ
ジ
オ
の
音
量
設
定
に
関
係
な
く
、
災
害
時
等
の
緊

急
放
送
は
大
音
量
で
流
れ
る
た
め
安
心
で
す
。

　

ま
ず
は
ア
ダ
プ
タ
と
乾
電
池
「
両
方
」
を
外
し
て
、

再
度
入
れ
直
し
て
再
起
動
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
で
も
改
善
し
な
い
場
合
は
、
市
役
所
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
持
ち
運
び
が
で
き
ま
す

◆
放
送
の
声
は
機
械
音
声
で
す

◆
緊
急
放
送
は
大
音
量
で
流
れ
ま
す

◆
故
障
し
た
と
思
っ
た
ら
…

シリーズシリーズ ～誰ひとり取り残さない防災を目指して～
■問い合わせ先
　市役所総務課防災消防係☎ 22‐1111内線 206

【第 1回】 防防 災災

宇宙科学技術館 TEL26‐9244/FAX26‐9245宇宙センターだより★★★★
★★

★★
★★★★ ★★

★★
★★
★★ ★★

★★

　

長
ら
く
配
信
を
中
止
し
て
い
た

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
ラ
イ
ブ

カ
メ
ラ
画
像
に
つ
い
て
、こ
の
度
、

カ
メ
ラ
を
新
調
し
、
設
置
場
所
を

変
え
て
配
信
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

吉
信
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
を

は
じ
め
と
し
て
、
竹
崎
エ
リ
ア
に

あ
る
竹
崎
展
望
台
や
小
型
ロ
ケ
ッ

ト
発
射
場
跡
、
固
体
ロ
ケ
ッ
ト
試

験
場
方
向
の
４
か
所
（
数
分
お
き

に
更
新
）の
画
像
を
配
信
し
ま
す
。

　

青
い
海
と
白
い
砂
浜
、
緑
の

山
々
に
囲
ま
れ
た
「
世
界
一
美
し

い
発
射
場
」
と
称
さ
れ
る
種
子
島

宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
様
子
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
お
届
け
し
ま
す
！

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
画
像
配
信
再
開

（
本
文
の
内
容
は
４
月
12
日
現
在
）

▲ 新たに設置した錯視サイン

宇
宙
科
学
技
術
館
に

　
　

錯
視
サ
イ
ン
を
設
置

　

宇
宙
科
学
技
術
館
内
の
展
示
エ

リ
ア
の
順
路
表
示
に
錯
視
サ
イ
ン

を
導
入
し
ま
し
た
。

▲ ライブカメラからの眺め
（大型ロケット発射場）
宇宙センターHPから
ご覧いただけます！

　

こ
れ
ま
で
の
順
路
表
示
は
、
来

館
者
か
ら
「
分
か
り
づ
ら
い
、
見

え
づ
ら
い
」
な
ど
の
声
を
多
く
い

た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回

は
見
て
楽
し
め
る
錯
視
サ
イ
ン
へ

変
更
し
ま
し
た
。
ト
リ
ッ
ク
ア
ー

ト
の
よ
う
な
表
示
へ
変
更
す
る
こ

と
で
、
離
れ
て
み
て
も
イ
ン
パ

ク
ト
の
あ
る
目
立
つ
デ
ザ
イ
ン
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

設
置
場
所
に
よ
っ
て
様
々
な
種

類
の
錯
視
サ
イ
ン
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
来
館
の
際
は
ぜ
ひ
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
！

▲ HP はこちら
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戸籍の窓

  

香
典
返
し
寄
附

  

社
協
だ
よ
り
（
２
月
受
付
分
）

（
寄
付
者
名
）
（
住
所
）
（
故
人
名
）

中
久
保　

宗
德
鴨
女
町

中
久
保　

祐
子

長
野　

サ
ダ

横
山

長
野　

實
義

森　

靜
子

野
木
平

森　

一
義

瀬
﨑　

ト
シ
子
上
能
野

瀬
﨑　

三
彦

沖
田　

ミ
キ
子
沖
ケ
浜
田
沖
田　

堤

竹
原　

圴

上
石
寺

竹
原　

ト
キ
子

中
村　

春
善

千
葉
県

中
村　

清
子

榎
本　

修

池
野

榎
本　

修
司

深
田　

博
之

深
川

深
田　

ヨ
シ
エ

松
井　

貴
子

西
町

松
井　

は
つ
ゑ

深
田　

安
信

深
川

深
田　

ミ
チ
子

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
と
し
て
ご
寄

附
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま
す
よ
う
、
社
会

福
祉
の
た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
（
氏
名
）　　
　
　
（
住
所
）

遠
矢　

哲
太
郎　
　

野
首

　
　

＆

岩
下　

美
穂　
　
　

庄
司
浦

  

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  
う
ぶ
ご
え
（
〜
4
月
15
日
受
付
分
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
末
永
く
お
幸
せ
に
。

  

ご
結
婚
（
〜
４
月
15
日
受
付
分
）

  

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

お
く
や
み
（
〜
４
月
15
日
受
付
分
）

（
出
生
児
）
（
性
別
）
（
父
）
（
母
）

（
住
所
）

中
村　

研け
ん
し
ん心

男

健
吾

奏
子

福
岡
県

野
里　

瑛え
い
た太

男

健
太

亜
衣
里
朝
日
が
丘

赤
木　

龍り
ゅ
う
と翔

男

秀
晃

七
海

美
浜
町

大
堀　

朱あ
か
り理

女

聖
典

智
美

上
石
寺

柳
田　

結ゆ

あ

ん
愛
音

女

健
吾

綾
佑
理
美
浜
町

長
深
田　

瑚こ
な菜

女

晃
平

美
依
菜
美
浜
町

（
氏
名
）

（
年
齢
）（
住
所
）

大
田　

一
夫

73

田
之
脇

川
﨑　

ク
ミ

94

納
曽

長
野　

輝
男

89

庄
司
浦

橋
口　

照
代

69

小
牧
野

池
亀　

洋
子

90

松
畠

日
髙　

ト
シ
エ

80

浅
川

岩
坪　

正
弘

79

塰
泊

赤
木　

キ
ク

83

川
迎

廣
庭　

孝

91

柳
原

田
中　

ト
ヨ

93

松
畠

日
髙　

エ
ミ
子

93

下
郷

草
野　

春
美

67

上
之
原
町

竹
之
内　

速
雄

66

竹
鶴

　

門　

司
夫

85

現
和
下
之
町

日
髙　

幸
紀

82

池
野

古
元　

タ
チ
子

85

上
石
寺

長
瀬　

キ
ミ
エ

97

庄
司
浦

日
髙　

達
也　
　
　

下
郷

　
　

＆

伊
藤　

若
菜　
　
　

大
平

能
野　

和
希　
　
　

松
畠

　
　

＆

中
田　

彩
弥
加　
　

塰
泊

木
原　

マ
サ
エ

94

野
首

松
井　

ユ
ク

94

西
町

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者

の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
安
心
し

て
暮
ら
す
た
め
に
必
要
な
支
援
を
行
う
総

合
相
談
窓
口
で
す
。

　

保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
主
任
介
護
支

援
専
門
員
が
中
心
と
な
り
、
健
康
運
動
指

導
士
、
看
護
師
、
介
護
支
援
専
門
員
な
ど

様
々
な
専
門
職
が
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

相
談
や
悩
み
に
応
じ
て
必
要
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
や
関
係
機
関
に
つ
な
ぎ
、
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

主
に
こ
ん
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

・
介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り

・
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

・
権
利
や
財
産

　

高
齢
者
の
方
に
関
す
る
相
談
は
、
健
康

や
生
活
の
こ
と
な
ど
、
な
ん
で
も
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
良
い
か

分
か
ら
な
い
場
合
も
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

暮
ら
し
に
か
か
わ
る
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
市
役
所
１
階
高
齢
者
支
援
課
内
）

　
（
市
役
所
１
階
高
齢
者
支
援
課
内
）

　

☎
２
３
‐
５
２
２
５

　

☎
２
３
‐
５
２
２
５

⑱市政の窓 2022.5 月号
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青果状況【3月】

内　訳 入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏）（千円）（㎏）（千円）

野
菜
類

根菜類 797 28 4,120 202
葉茎菜
　　類 1,481 219 3,709 336

果菜類 116 17 2,167 488
その他 3,704 1,843 1,518 348
小 計 6,098 2,107 11,514 1,374

果
物
類

かん
きつ類 2,540 470 1,114 107

果瓜類 0 0 0 0
その他 1,397 1,479 987 265
小 計 3,937 1,949 2,101 372

鳥卵・　　
加 工 品 等 216 147 589 170

花　類 20,730
本 712 0

本 0

区　分 島内産 島外産
入荷量
24トン

10トン
（42％）

14トン
（58％）

取引額
684万円

492万円
（72％）

192万円
（28％）

　野菜・果物・花類の出荷をご希
望の方は、種子島公設地方卸売市
場をご利用ください。
《5月の休み》
1 日・3 日・4 日・5 日・8 日・11
日・15 日・18 日・22 日・25 日・
29日 ■問い合わせ先

　種子島公設地方卸売市場
　☎ 22‐0216

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
の
行
事
多
け
れ
ど
我
は
今
日
も
畑
仕
事
終
ゆ

北
京
五
輪
ま
白
き
世
界
溶
か
す
よ
に
熱
き
闘
い
炎
と
燃
え
て

安
堵
す
る
法
要
重
ね
一
周
忌
泉
の
原
の
生
誕
の
地
で

枝
い
っ
ぱ
い
ふ
く
ら
む
蕾
白
梅
を
青
空
バ
ッ
ク
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
切
り
ぬ

わ
だ
つ
み
の
は
る
か
彼
方
の
水
平
線
俊
寛
の
島
煙
立
つ
見
ゆ

荒
畑
の
茅
野
に
立
ち
し
た
ち
ひ
か
げ
（
の
す
ぎ
）
野
よ
り
頂
き
花
瓶
に
生
け
る

ひ
と
り
居
の
わ
が
家
の
雛
さ
ま
土
人
形
い
ち
は
つ
菜
の
花
飾
り
て
祝
ふ

宝
満
の
池
の
前
に
て
小
石
な
げ
小
さ
き
波
文
広
ご
り
て
居
り

う
ち
続
く
こ
も
る
日
な
れ
ど
宙
中
の
生
き
る
音
聞
く
窓
開
け
放
ち

花
吹
雪
風
さ
わ
や
か
に
幸
運
ぶ
日
本
に
生
ま
れ
心
豊
か
に

咲
き
競
う
河
津
桜
の
枝
々
を
鬼
ご
っ
こ
か
な
飛
び
交
う
目
白

つ
わ
ぶ
き
を
家
の
回
り
で
ひ
と
抱か

か

え
皮
む
き
あ
く
ぬ
き
炒
め
て
食
わ
む

脈
乱
れ
痣あ

ざ

に
黒ほ

く
ろ子

に
前
立
腺
八
十
路
の
旅
は
小
荷
物
多
し

春
雨
に
カ
ッ
パ
着
せ
ら
れ
散
歩
中
隣
の
子
犬
得
意
顔
し
て

ホ
ト
ト
ギ
ス
声
を
聴
か
せ
て
春
を
利
く

春
は
ま
だ
名
の
み
ぞ
風
の
冷
た
さ
よ

中
野
・
榎
本　

澄
江

鹿
児
島
市
・
大
山　

貴
美
子

千
葉
県
流
山
市
・
小
山
田　

操

中
野
・
楫
田　

泰
子

天
神
町
・
鮫
島　

洋
二
郎

桜
が
丘
・
下
玉
利　

明
子

榕
城
中
目
・
下
村　

タ
ミ
子

南
種
子
町
・
立
石　

洋
子

茨
城
県
利
根
町
・
冨
永　

道
子

宮
崎
県
宮
崎
市
・
長
友　

幸
憲

桜
が
丘
・
倍　

由
美
子

上
能
野
・
福
元　

秀
義

榕
城
中
目
・
古
澤　

勝

鹿
児
島
市
・
吉
盛　

正
子

鹿
児
島
市
・
用
貝　

幸
奈

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
ひ
ろ
い
き

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
へ
10

日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
、
ご
連
絡
先
を
明
記
の

う
え
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
、
一
人
一
点
と

さ
せ
て
頂
き
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,493 3,908 7,401 3,827
上西 227 243 470 269
下西 998 1,079 2,077 1,135
国上 481 499 980 547
伊関 179 196 375 210
安納 173 177 350 201
現和 558 579 1,137 649
安城 149 140 289 165
立山 47 41 88 48
中割 37 33 70 49
古田 152 179 331 176
住吉 377 434 811 458

［校区別］

［人口］
全体 14,379 人（－ 311）
男性 6,871 人（－ 164）
女性 7,508 人（－ 147）
［世帯数］
7,734 世帯（－117）
（　）内の数字は前月比

3月末現在
人人口・世帯口・世帯

［火　災］
出火件数　5件
うち建物　0件
［救　急］
出動件数　75件
うち急病　48件

3月分
火火災・救急災・救急

暮らしの窓

発生件数　   1 件
死 者　   0 人
負 傷 者　   1 人

4月 10日現在（累計）
交交通事故通事故（人身事故）

■問い合わせ先
　熊毛支庁建設部建設課用地管理係 ☎ 22‐1136

　

県
の
管
理
す
る
海
岸
で
許
可
無
く

砂
浜
の
砂
を
採
取
し
て
い
る
ケ
ー
ス

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
海
岸
管
理
者

の
許
可
無
く
砂
を
採
取
す
る
こ
と
は
、

海
岸
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

海
岸
で
の

砂
の
採
取
禁
止
に
つ
い
て

⑲ 市政の窓2022.5 月号
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この広報紙は、自然保護のため古紙配合の再生紙を使用しています。

広
告
の
ひ
ろ
ば

こ
の
広
告
収
入
は
、
広
報
紙
発
行
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

19
Ｐ
か
ら
続
く

シオン学園

西之表市公式 LINE
　  登録しませんか？

　「西之表市公式 LINE」では、市ホームページと
連携して、さまざまな情報を LINE から入手するこ
とができます。
　自動応答のチャット機能で 24 時間いつでも質
問することができ、ごみ収集日や防災情報、子育
て情報などを簡単に調べることができます。
　この機会にぜひ、登録をお願いします。

▲登録はこちら

日昇製糖工場

日
昇
製
糖
の

  
黒
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子
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日
昇
製
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の

  
黒
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菓
子
!

日
昇
製
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の

  
黒
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菓
子
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日
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製
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黒
糖
菓
子
!


